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マグノリア グループホーム 第３回運営推進会議 報告書 

 

開催日 令和元年９月１７（火）１３：３０～１５：００ 

開催場所 グループホームマグノリア 

 

出席者 

構成区分 人数 構成区分 人数 

利用者の家族 １名 地域包括支援センター １名 

地域住民の代表 １名 行政（市長寿社会課） １名 

    

事業所 

出席者 

施設長 グループホーム職員 ２名 

グループホーム管理者  

欠席者 なし 

 

 開会 

 

 利用状況報告について 

９/1６現在 

入居者の状況 

入居人数（１８名） 男性（4名） 女性（１4 名） 

要介護１（2名） 要介護２（6 名） 要介護 3（5名） 

要介護４（３名） 要介護 5（２名） 平均介護度（2.８） 

年齢（平均 ９1歳）（最高齢 ９9歳、最若齢 ８1歳） 

    れもんの家～要介護１（１名） 要介護２（2 名） 要介護３（3 名） 要介護４（2 名） 要介護５（1 名） 

    すみれの家～要介護１（１名） 要介護２（4 名） 要介護３（2 名） 要介護４（１名） 要介護５（１名） 

 

 ７、８月の状況報告 

  7/21 S様（女性）尿路感染の疑いにて入院。8/6退居。 

  7/22～8/6 F様（女性）短期入所利用。8/7入居。 

  8/9 M様（女性）右大腿骨骨折にて入院。 

  8/10～ F様（女性）短期入所利用。 

 

 事業所活動報告について 

（１）７、８月活動状況 

・ 別紙参照 

 

（２）職員研修会等 

  8月 マグノリア認知症研修 

  9月 救急法 

 

   ＜毎月定例してあるもの＞ 

    ・1日：運営会議 ・１7日：職員全体会 

    ・第２月曜：リスク委員会 ・第３金曜：サービス向上委員会 
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    ・第４月曜：在宅サービス課・通所課合同会議 ・月末：グループホーム係会議 

 

 ひやりハット報告について 

（１）ひやりハット（７月：８件、８月：１３件 

※ヒヤリハットは事故が起こる前に気付いたこと、起こっても利用者には変化がなかった場合のこと 

 転倒 
表皮剥離 異食 

喉詰め 
離所 誤薬 

情報共有 
その他 

医療 

健康 

利用者利

トラブル 転落 誤嚥 ミス 

７月 ２ 0 0 １ １ １ 0 ２ 1 １ 

８月 ７ ０ ２ ０ 0 １ 0 ２ 1 1 

 

（２）事故（７月：５件、８月：７件） 

※事故とは起きてしまい利用者の観察が必要または治療が必要になったこと 

 転倒 

転落 

ずり落ち 

しりもち 

喉詰め・誤

飲・誤嚥 
誤薬 離所 業務ミス 

その他 

（表皮剥離） 
医療 

７月 １ ２ １ ０ 0 0 １ 0 

８月 ５ １ 0 0 0 0 1 0 

 

 ヒヤリハットと事故について、その他、意見交換 

・課長より、８月９日に発生した今年度初のレベル３の事故について説明をする。 

・毎回転倒等あり対応が難しいのでしょうねと労いあり。 

  同じ方の転倒が続いている事を説明し、当初の対策が状態に即さない事を把握し改善してき 

  ている事を伝え、付き添える体制を整え行っている。 

・ヒヤリにある「湯船にて体が沈みそうになる」とはどう言う事かと聞かれる。 

  施設にある浴槽が大きくすぐ掴まる事が出来ない為、浴槽内を移動しかけて浮いてしまい後 

  ろに反り浴槽内に沈みそうになったため、浴槽内に掴まる事のできる取手を設置し対応して 

  いる事を伝える。 

・補聴器の預かりについて聞かれる。 

  夜間帯預かっている旨を伝える。 

・９９歳の方のお祝いについて、これまでにも市より表彰と言う事があったかを聞かれ。 

  過去にも１件、対象の方が居られ表彰してもらった事を伝える。 

・下肢筋力低下による転倒が増えている理由について聞かれる。 

  同じ方のリスクが増えている事を伝え、下肢筋力維持の為の体操とかを行っている。 

 

＊運営推進会議後、ご利用者家族様による「お茶会」が本日行われており、運営推進委員の方に出席 

 してもらう。 

 

次回開催予定：令和元年１１月１４日（木）１３：３０～ 


